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　１０月２４日（月）丸子町生田の別荘地（須川湖畔）、上田市上堀グラウンドの２カ所で、消

防本部及び管内８消防署合同の大規模林野火災を想定した訓練が行われました。

　訓練には、長野県消防防災ヘリコプター「アルプス」、信州ドクターヘリが参加しました。

　県下で初めての試みとなる防災ヘリからドクターヘリへの負傷者の引継ぎ訓練が行

われたほか、別荘地では、消防隊による遠距離の中継送水を伴った大規模な消火訓練、

防災ヘリによる空中消火が行われました。

C O N T E N T S



歳 入
50億6,432

万円

　
制
定
ま
た
は
改
正
さ
れ
た
条
例（
５
件
）の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
上
田
地
域
広
域
連
合
手
数
料
条
例
中
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
浮
き
屋
根
式
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
の
う
ち
、

総
務
省
令
で
定
め
る
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
に

係
る
審
査
手
数
料
を
新
規
に
規
定
す
る
所
要
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改
正

○
上
田
地
域
広
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連
合
火
災
予
防
条
例
中
一

部
改
正
に
つ
い
て

　
消
防
法
及
び
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防

止
法
の
一
部
改
正
を
受
け
、貯
蔵
及
び
取
り
扱
い

に
つ
い
て
技
術
上
の
基
準
等
が
改
正
さ
れ
た
ほ

か
、平
成
１８
年
６
月
１
日
か
ら
一
般
住
宅
に
お
い

て
も
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

る
こ
と
に
伴
う
所
要
の
改
正
等

○
上
田
地
域
広
域
連
合
公
の
施
設
の
指
定
管

理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、公
の
施
設
の
管
理

を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
た
め
必
要
な
指

定
手
続
等
に
関
し
て
の
条
例
制
定

○
上
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
中
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、公
の
施
設
の
管
理

を
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
に
移
行
す
る
た

め
の
所
要
の
改
正

○
上
田
創
造
館
条
例
中
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、公
の
施
設
の
管
理

を
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
に
移
行
す
る
た

め
の
所
要
の
改
正

　
平
成
１６
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計

（
１０
会
計
）決
算
認
定
に
つ
い
て
の
決
算
状
況
は
、

次
頁
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
一
般
会
計
及
び
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
、

消
防
、陽
寿
荘
、徳
寿
荘
の
各
特
別
会
計
補
正

予
算
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
承
認
さ
れ
た
報
告
事
項
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

○
専
決
処
分
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
設

置
条
例
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一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
承
認
に

つ
い
て

　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、本
年
１０
月
１

日
か
ら
介
護
保
険
施
設
に
お
い
て
利
用
者
か

ら
居
住
費
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び
食
費
を
徴
収
す
る
こ
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な

り
、徴
収
額
の
設
定
に
つ
い
て
は
各
事
業
者
が
定

め
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
所
要
の
改
正

○
専
決
処
分
し
た
清
浄
園
条
例
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一
部
を
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正

す
る
条
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承
認
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○
専
決
処
分
し
た
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
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例
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一
部
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改
正
す
る
条
例
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承
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○
専
決
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分
し
た
斎
場
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例
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一
部
を
改
正
す

る
条
例
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つ
い
て

○
専
決
処
分
し
た
消
防
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設
置
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置
及
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す
る
条
例
の
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部
を
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正
す
る

条
例
の
承
認
に
つ
い
て

　
長
和
町
発
足（
平
成
１７
年
１０
月
１
日
）に
伴

い
、組
織
市
町
村
名
の
改
正
等
の
所
要
の
改
正

　
平
成
１７
年
上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
１０

月
定
例
会
は
、１０
月
２６
日
に
招
集
さ
れ
、１０
月

２８
日
ま
で
の
3
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　
今
定
例
会
は
、広
域
連
合
の
平
成
１６
年
度

決
算
認
定
を
は
じ
め
、条
例
案
及
び
平
成
１７

年
度
補
正
予
算
等
、合
計
２６
件
の
議
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

  

主
な
議
案
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
制
定
及
び
改
正

平
成
１６
年
度
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
１７
年
度
補
正
予
算

報
告
事
項

会　計　別

普通会計総計

企業会計（徳寿荘特別会計）

一般会計

特別会計合計

　　ふるさと市町村圏基金特別会計

　　消防特別会計

　　介護保険特別会計

　　陽寿荘特別会計

現行予算額 補正予算額 補正後予算額

　平成17年度10月補正予算については、補正前に比べて7,761万円の増額となり、一般会計及び特別会計をあわせた補正
後の予算総額は57億6,512万円となりました。
　また、企業会計（徳寿荘特別会計）は、補正前に比べて393万円の増額となり、予算総額は2億8,258万円となりました。

35億9,178万円

20億9,573万円

3,138万円

17億 412万円

1億8,656万円

1億7,367万円

56億8,751万円

2億7,865万円

2,788万円

4,973万円

3,918万円

874万円

181万円

7,761万円

393万円

36億1,966万円

21億4,546万円

7,056万円

17億1,286万円

1億8,656万円

1億7,548万円

57億6,512万円

2億8,258万円

平成17年度10月補正予算

　上田地域広域連合では、徳寿荘特別会計が企業会計となっています。企業会計とは、独立採算を基本とする企業的経営を行う
会計をいいます。
　徳寿荘特別会計の平成16年度の決算額は、歳入3億1，675万円、歳出2億8，337万円となりました。

企業会計

一般会計・特別会計

●分担金・負担金
　　市町村負担金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・41億1,208万円
●使用料・手数料
　　創造館使用料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,278万円
　　し尿投入手数料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,339万円
　　ごみ処理手数料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3億3,233万円
　　斎場使用料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,070万円
●国庫支出金
　　消防防災設備整備費補助金（上田南部消防署高規格救
　　急自動車・川西消防署水槽付消防ポンプ自動車）
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,383万円
●県支出金
　　医療施設運営費補助金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,064万円
　　地域づくり総合支援事業補助金 ・・・・・・・・・・・・・233万円
●財産収入 
　　土地貸付料 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・242万円
　　基金運用収入 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,088万円
●繰越金 
　　前年度繰越金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億8,282万円
●諸収入 
　　消費税及び地方消費税還付金 ・・・・・・・・・・・・2,827万円
●地方債 
　　消防防災施設整備事業債（上田南部消防署高規格救急
　　自動車・川西消防署水槽付消防ポンプ自動車） 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,860万円

●一般会計
●図書館情報ネットワーク事業 ・・・・・・・・・・・・・・・4,109万円
●病院群輪番制病院運営事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・4,939万円
 
●特別会計
●ふるさと市町村圏基金特別会計
　上田地域観光プロモーション映像制作 ・・・・・・・・・467万円
　上小スポーツレクリェーション祭委託事業 ・・・・・・300万円
　上田地域トレッキング事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・133万円
●消防特別会計
　上田南部消防署高規格救急自動車購入 ・・・・・・2,866万円
　川西消防署水槽付消防ポンプ自動車購入 ・・・・3,045万円
　東御消防署寄贈高規格救急自動車救急装備品購入
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,150万円
●創造館特別会計
　創造館管理委託事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9,013万円
●ごみ処理広域化推進事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・280万円
●介護保険特別会計 
　要介護認定調査業務委託事業 ・・・・・・・・・・・・・・1,535万円
●清浄園特別会計 
　乾燥焼却設備点検修繕 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,186万円
●クリーンセンター特別会計 
　上田クリーンセンター粗大ごみ破砕機取替修繕
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,360万円
　丸子クリーンセンター焼却炉内修繕 ・・・・・・・・・1,742万円
　東部クリーンセンター焼却設備炉補修工事 ・・1,921万円

主な支出 主な収入

歳 出
48億3,591

万円

一般会計（5.2％）2億5,205万円

使用料・手数料
（9.1％）4億5,836万円

分担金・負担金（84.5％）
42億7,723万円

斎場特別会計（3.3％）
1億6,132万円

清浄園特別会計
（19.3％）

9億3,205万円

クリーンセンター特別会計
（25.0％）

12億986万円 消防特別会計
（37.0％）

17億8,708万円

勤労者福祉センター特別会計
（0.2％）819万円

創造館特別会計
（2.2％）1億844万円

ふるさと市町村圏基金特別会計
（0.5％）2,386万円

介護保険特別会計
（3.8％）1億8,238万円

陽寿荘特別会計
（3.5％）1億7,068万円

繰越金（3.6％）1億8,282万円

財産収入（0.4％）2,356万円

県支出金（0.4％）2,452万円

国庫支出金（0.3％）1,383万円

諸収入（0.9％）4,540万円

地方債（0.8％）3,860万円
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▲第8回上田・小県映像祭最優秀賞
「棚田秋景」尾沼 深志さん

▲第8回上田・小県映像祭優秀賞
「輝いて」横内 和多良さん ▲第8回上田・小県映像祭優秀賞

「冬の千曲川」片桐 忠義さん

のこしたい地域の自然・文化・伝承

●サイズ　カラープリント四つ切（25.4cm×30.5cm）とします。（ワイ
ド四つ切り・デジタル作品・インクジェット作品は不可です。）
●応募作品は、未発表のものとします。（類似作品を他コンテスト等での発
表予定が無い作品）
●応募点数は1人10点までとします。
●選外作品については返却を致しますので希望者は、平成18年11月中に
事務局まで取りに来てください。また、返却時の郵送希望者については、
返却用封筒を（切手添付、郵便番号、返却先を明記のうえ）応募作品に同
封してください。
●入賞・入選作品とその原版はお返ししません。入賞・入選作品の版権は主
催者に帰属します。（肖像権については、第3者の権利を侵害しないよう
に十分に配慮をしてください。主催者では一切その責任を負いません。）

上田市・東御市・丸子町・真田町・武石村・青木村・長和町

対象地域の風景・文化財・伝統芸能・イベントなど

どなたでも自由に応募できます。

対象作品は平成17年10月から18年9月末日まで（1年間）に撮影をした
作品とします。

テーマ

募集規定

撮影対象地域

作品対象

応募資格

対象期間

●作品は、平成18年10月2日（月）から10月20日（金）までの間に
　上田地域ふるさと写真展実行委員会　事務局：上田創造館へ持参または
郵送してください。（当日消印有効）
　住所：〒386‐1102 上田市上田原1640 TEL.0268‐23‐1111
　受付時間 午前9：00～午後5：00
●作品の裏面には、所定の「応募票」を両面テープにて必ず添付してくだ
さい。（添付の際は、天地を確認の上、応募票の5㎜ほど内側に両面テー
プを貼ってください。のり付けやセロテープは他の作品を汚損するた
め不可です。）

主催者が行います。（平成18年11月上旬に作品審査）

●入選者には郵送にて通知するとともに、上田創造館及び上田地域広域連
合の広報紙で発表するほかホームページなどで掲載します。
●平成18年11月23日（木）から12月3日（日）まで上田創造館に展示し
ます。（展示は入選作品のみとします。）
●入選作品については、入選通知があってから1週間以内に原版を提出し
てください。（原版の提出のない場合は入選を取消します）。

最優秀賞 1点 賞状、賞金3万円
優秀賞 2点 賞状、賞金2万円
準優秀賞 8点 賞状、賞金1万円
入選 50点 記念品

応募方法

審査と表彰

発表

賞

　
市
町
村
合
併
・
自
立
な
ど
、地
域
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
今
、地
域
の
文
化
や
伝
統

を
継
承
し
な
が
ら
、地
域
住
民
の
相
互
理
解
や
地
域
の
一

体
感
を
醸
成
し
、地
域
づ
く
り
に
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
て「
ふ
る
さ
と
」の
素
晴
ら
し
さ
を
写
真
に
残
し

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

【主催】上田地域ふるさと写真展実行委員会／上田地域広域連合／上田創造館

【後援】信濃毎日新聞社／SBC信越放送／東信ジャーナル社／信州民報／週刊上田新聞社／上田ケーブルビジョン／丸子テレビ放送／東御市みまきケーブルテレビ

どなたでも
ご応募できます

（　）内はコース番号です

■お問い合わせ・お申し込みは 【上田創造館】 〒386‐1102 上田市上田原1640番地  TEL 23‐1111  FAX 24‐4100  URL http://www.area.ueda.nagano.jp/sozokan/

定員：全コース24名（最小催行人数5名）
対象者：16歳以上

パソコン教室申し込み方法…開催月の2ヶ月前から受付いたします。電話ま
たはFAX・はがきで、希望コース名・氏名・年齢・郵便番号・住所・電話番号を明
記し、開催日5日前までに申し込みください。申し込み多数の場合は抽選とし、
定員に達していない教室は前日までお申し込みできます。
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上田創造館では週末皆さんに面白く科学や天文、パソコン等を体験してもらおうと
学習教室を開催しています。お友達やご家族で一緒に楽しい体験をしてみませんか？

●撮影対象地域
　上田市・東御市・丸子町・真田町・武石村・青木村・長和町
●撮影対象期間
　平成１７年１０月～平成１８年９月末日
●応募期間
　平成１８年１０月２日（月）～２０日（金）
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　上田地域広域連合で計画している資源循環型施設（統合ごみ処理施設及びリサイクルプラ

ザ）の建設候補地は、住民参加による選定委員会で候補地の選定作業を進めております。

　現在、地理情報システム（ＧＩＳ）を活用し、河川、急傾斜地、農用地、史跡・名勝などの建設

除外項目を決めて、建設可能なエリアを抽出したところです。（9ページをご覧下さい）

主　　　　催 上田地域広域連合、エコサポート21、上小地域有機資源循環ネットワーク
お問い合わせ 上田地域広域連合　ごみ処理広域化推進室 TEL.0268‐23‐2104
 エコハウス TEL.0268‐23‐5144

１ 周辺環境への配慮
 施設の建設による周辺環境への影響が少ないエリアを選定する。

２ 地域特性
 周辺住民が集い易く、楽しめるエリアを選定する。

３ 収集運搬効率
 主要道路（トンネルは除く）から１ｋｍ以内のエリアを選定する。

４ 省エネルギー、クリーンエネルギー、資源循環
 省エネルギーの視点で収集車の走行距離を出来るだけ少なくなるようなエリアを選定する。

５ 防災
 災害を受けにくいエリアを選定する。

６ 土地利用
 地形が比較的平坦なエリアを選定する。

周辺環境への配慮… 常に周辺住民から施設の安全が確認できるエリアを選定する。

地域特性…………… 地域住民の関心が持てるようなエリアを選定する。
 ごみ問題の教育、啓発するセンター的な機能が十分発揮できるエリアを選定する。
 廃棄物関連施設があまり集中しないエリアを選定する。

委員会の選定経過は、広域連合ホームページにも掲載していますので、ご覧ください。
広域連合ホームページ
http://www.area.ueda.nagano.jp/torikumi/gomishori_shisetsu/kouhoti_iinkai.html

【日時】平成17年12月12日（月）　午後1時30分から午後4時まで
【場所】上田創造館　文化ホール　入場無料
【講師】武田　徹（たけだとおる）氏（フリーパーソナリティー）
【演題】『私たちが忘れてきたもの』（自然からのメッセージ）　
　この機会にあわせて、上田地域広域連合が現在進めている資源循環型施設（統合ごみ処理施設及びリサイ
ルプラザと一体化した施設）の建設候補地選定状況と、エコサポート21が設立5周年になるのを記念して、現
在までの活動報告と今後の活動について紹介いたします。
　武田徹氏（ハーモニカ）とギタリスト角田忠雄氏によるミニコンサートも予定しておりますので、皆さんの
ご来場をお待ちしております。
　当日、駐車場に限りがありますので、別所線などの公共交通機関のご利用をお願いいたします。講師 武田 徹氏

　クリーンセンターへ搬入される事業系の燃やせるごみの中には、新聞紙や雑誌、ダンボールなどのほか、オフィス古
紙類やシュレッダー用紙など、資源化可能な紙ごみが多く含まれています。
　上田地域広域連合では、事業系紙ごみの資源化を推進するため、平成17年12月から上田クリーンセンターへの事業
所から出る紙類の搬入規制を実施いたします。丸子・東部クリーンセンターについても18年度中に実施する予定です。
　紙ごみを排出する事業所の皆さんは、紙のリサイクル推進にご協力をお願いいたします。

（地図は平成17年4月1日現在のものを使用しています）

【現在までの作業】
　建設除外区域を除くエリアを可能エリア
として21エリアとし、候補エリアの選定方針
により、エリア①、⑥、⑬、⑮、⑲、⑳、　の7エリ
アを除外しました。

【これからの作業】
　現在残っている候補エリアから建設可能
な区域（エリア内にある建設可能地域の大き
なまとまり）を抽出します。
　さらに候補地の条件を設定して建設可能
面積を満たす候補地を抽出し、評価・選定を
進める予定です。
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毎
年
、９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」。こ
の
日
を
含

む
１
週
間
を「
救
急
医
療
週
間
」と
し
て
全
国
各

地
で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
田
地
域
に
お
い
て
も
、救
急
業
務
を
よ
り

身
近
な
も
の
と
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、医
療
関

係
者
や
市
民
の
方
々
を
対
象
に
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
日
ご
ろ
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
、

御
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
看
護
師
さ
ん
１０
人

を「
一
日
救
急
隊
員
」と
し
て
消
防
署
に
招
き
、１

１
９
番
通
報
の
受
領
の
見
学
や
救
急
車
内
で

の
活
動
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「狭
い

救
急
車
内
で
の
活
動
は
大
変
」、「少
な
い
情
報
で

判
断
す
る
の
は
難
し
い
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

救
急
隊
の
現
場
活
動
を
理
解
し
て
い
た
だ
け

た
様
子
で
し
た
。（写
真
）

　
ま
た
、上
田
創
造
館
で
行
わ
れ
た「
上
級
救
命

講
習
会
」で
は
、約
１
０
０
人
の
市
民
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
、人
工
呼
吸・心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ・Ａ
Ｅ

Ｄ（
自
動
対
外
式
除
細
動
器
）の
実
技
な
ど
を
行

い
、皆
さ
ん
が
真
剣
な
表
情
で
受
講
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
上
田
市
医
師
会
館
で
は
、上
田
市
医
師
会
主

催
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、医
師
、看
護
師
及

び
救
急
隊
を
対
象
と
し
た
基
調
講
演
と
、Ａ
Ｅ

Ｄ
を
使
用
し
た
蘇
生
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
救
急
車
の
出
動
件
数
は
年
々
増
え
つ
づ
け
、

平
成
１６
年
で
は
国
民
の
２7
人
に
１
人
が
救
急

車
を
利
用
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
い
ざ
と
い
う

時
の
た
め
、ま
た
正
し
く
救
急
車
を
利
用
す
る

た
め
に
是
非
、講
習
会
に
参
加
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
近
年
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
の

急
増
等
に
よ
り
、平
成
１６
年
６
月
消
防
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、平
成
１８
年
６
月
１

日
以
降
に
新
築
す
る
住
宅
に
は
、住
宅
用

火
災
警
報
器
等（
火
災
に
よ
る
煙
を
感
知

し
、警
報
す
る
も
の
）の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
全
国
で
は
、住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の

７
割
が
、「逃
げ
遅
れ
」に
よ
り
亡
く
な
っ
て

お
り
、こ
れ
ら
の
住
宅
等
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
等
が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、火
災

の
早
期
発
見
に
よ
り
、死
者
数
を
軽
減
で

き
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

　
な
お
、す
で
に
建
築
さ
れ
て
い
る
住
宅

は
、平
成
２１
年
６
月
１
日
か
ら
適
用
と
な

り
ま
す
が
、火
災
の
早
期
発
見
に
備
え
、早

め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

　
外
国
か
ら
の
武
力
攻
撃
や
大
規
模
テ

ロ
が
、も
し
も
わ
が
国
で
起
こ
っ
た
ら
ど
う

す
る
か
と
い
っ
て
も
、皆
さ
ん
に
と
っ
て
は

現
実
の
問
題
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、万
が
一
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、皆
さ

ん
の
生
命
、身
体
お
よ
び
財
産
を
保
護
し
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、国
、都

道
府
県
、市
町
村
等
が
協
力
し
、住
民
の
避

難
や
救
援
処
置
等
を
行
う
こ
と
を
国
民

保
護
と
言
い
ま
す
。

　
平
成
１６
年
９
月
に
施
行
さ
れ
た「
国
民

保
護
法
」で
は
、国
や
地
方
公
共
団
体
等
の

責
務
、避
難・救
援・武
力
攻
撃
災
害
へ
の
対

処
等
の
措
置
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
尊
い
命
を
救
う
に
は
、そ
こ
に
居
合

わ
せ
た
人
に
よ
る
応
急
手
当
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　
消
防
署
で
は
随
時
、応
急
手
当
の
講

習
を
受
付
け
て
い
ま
す
の
で
、希
望
さ

れ
る
方
は
最
寄
り
の
消
防
署
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　全国各地で平成の大合併が行われていますが、当地域においても長門町・和田村が合併し、

10月1日に「長和町」が発足しました。

　これにより、上田地域広域連合構成市町村は2市4町3村から2市4町2村となります。

　また、平成18年3月6日には、上田市・丸子町・真田町・武石村が合併して新生「上田市」と

なり、2市2町1村となります。

　市町村の枠組みが変わっても、現在、上田地域広域連合が行っている市町村の枠を越えた、

消防、介護保険、ごみ処理、広域観光の振興などの事務を引き続き行っていきます。

※国民保護に関して詳しくは、「国民保護ポータルサイト」
　http://www.kokuminhogo.go.jp/ をご覧ください。

武力攻撃時等における消防の役割

●火災の消火活動

●負傷者等の救出・救護活動

●避難住民の誘導、警報サイレンによる広報等

「救急の日」は、救急業務及び救急医療に対して皆様方

の理解と認識を深めていただくとともに、救急医療関

係者の意識の高揚を図ることを目的として、昭和57

年に定められました。以来、毎年9月9日を「救急の日」

とし、この日を含む１週間を「救急医療週間」として、

全国各地において応急手当の講習会を中心とした救

急に関する様々な行事が実施されています。

●お問い合わせ先
　消防本部………………………TEL.26‐0019
　上田中央消防署………………TEL.26‐0119
　上田南部消防署………………TEL.38‐0119
　上田東北消防署………………TEL.36‐0119
　川西消防署……………………TEL.31‐0119
　東御消防署……………………TEL.62‐0119
　丸子消防署……………………TEL.42‐0119
　真田消防署……………………TEL.72‐0119
　依田窪南部消防署……………TEL.68‐0119

※ご不明な点につきましては、最寄りの
　消防署までお問い合わせください。

長和町 町章

「長和町」が発足しました
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12環境にやさしい大豆インクを使用しています 古紙配合率100％再生紙を使用しています

●上田創造館 （TEL.23‐1111）
 平成１７年１２月２９日（木）から平成１８年１月３日（火）まで
 （上田創造館に設置されている上田市の住民票等自動交付機は１２月
 ２８日（水）から１月３日（火）まで終日ご利用いただけません。)
 上田市役所市民協働課（TEL.23‐5334）　 

● 上田勤労者福祉センター（TEL.24‐7363）
 平成１７年１２月２９日（木）から平成１８年１月３日（火）まで

● 上田クリーンセンター（TEL.22‐0666）
 丸子クリーンセンター（TEL.43‐2131）
 東部クリーンセンター（TEL.63‐6814）

 各クリーンセンターまでお問い合せ下さい

● 清浄園（TEL.22‐2339）
 平成１７年１２月３０日（金）から平成１８年１月３日（火）まで

●大星斎場（TEL.22‐0983）
 平成１７年１２月３１日（土）正午から平成１８年１月２日（月）正午まで

● 依田窪斎場（TEL.42‐4851）
 平成１７年１２月３１日（土）正午から平成１８年１月３日（火）まで

● 斎場からのお知らせ
 大星斎場及び依田窪斎場ではペット火葬を行っています。
 ペット火葬ご利用の際は、必ず大星斎場又は依田窪斎場へ直接
 電話で予約申込みをしてから来場してください。
 お問い合わせ先 大星斎場……………（TEL.22‐0983）
  依田窪斎場…………（TEL.42‐4851）
  丸子町役場生活課…（TEL.42‐1054）

上田地域広域連合で管理運営を行っている施設の年末年始の
休館、休業は下記のとおりです。

　エコール構成図書館は、次の期間、センター設備と各
図書館端末機器の更新を行うため、図書の利用者登録・
貸出・予約等業務ができなくなります。10年に1度の更
新作業で、住民の皆様には多大なご不便をおかけしま
すが、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。
　なお、休館日を除き閲覧、学習等の利用はできますの
で、ご利用ください。詳しくは各図書館へお問い合わせ
ください。

エコール構成図書館 お問い合わせ先
上田情報ライブラリー TEL.29‐0210
上田市立図書館 TEL.22‐0880
上田市立図書館創造館分室 TEL.27‐1578
東御市立図書館 TEL.64‐5886
丸子町立金子図書館 TEL.42‐2414
真田町図書館 TEL.72‐2200
長和町長門図書館 TEL.68‐4400
青木村図書館 TEL.49‐0071
坂城町図書館 TEL.82‐3371
長野大学付属図書館 TEL.39‐0005
上田地域広域連合事務局企画課 TEL.23‐2130

期間　12月23日～1月10日

うえだ地域

東御市 湯の丸スキー場オープン １１月２６日●TEL.６４‐０４００
真田町 菅平高原スキー場オープン １２月９日●TEL.７４‐２００３
武石村 番所ヶ原スキー場オープン １２月２２日●TEL.８６‐２２１３
長和町 ブランシュたかやまスキー場オープン １２月３日●TEL.６９‐２２３２
長和町 エコーバレースキー場オープン １２月３日●TEL.６０‐２００１

上田市 風間完の描く真田太平記さし絵展 １０月８日～２００６年１月８日●池波正太郎真田太平記館
坂城町 長野の赤羽刀／人間国宝宮入行平遺品寄贈記念展 １１月３日～１２月２５日●鉄の展示館
東御市 男女共同参画フェスティバル １７日●文化会館サンテラスホール
上田市 都市景観賞表彰と景観づくり講演会 １８日●上田市文化会館
上田市 もちつき体験・しめ飾り作り講習会 ２３日●室賀温泉ささらの湯
丸子町 幻想（きらめき）冬紀行（氷灯篭の展示） ２９日～２月１２日●鹿教湯温泉

東御市 田中地区元旦マラソンウォーキング １日●田中地区
坂城町 元旦マラソン大会 １日●町内コース
丸子町 元旦マラソン １日●町内コース
上田市 信濃国分寺八日堂縁日 ７日・８日●信濃国分寺
上田市 市民の森スケート場祭 １４日●市民の森スケート場
長和町 おたや祭り １４日・１５日●古町地区
上田市 おたや祭 １４日・１５日●横町伊勢宮

上田市 節分会 ３日●北向観音・生島足島神社
真田町 戸沢のねじと馬引き行事 ８日●戸沢地区
上田市 第５回上田子ども文化祭 １９日●上田創造館文化ホール

東御市 湯の丸スキー大会 ５日●湯の丸高原
真田町 スノーボールバトル 上旬●菅平高原
真田町 根子岳・四阿山を巡るスキートレッキング 中旬●菅平高原
武石村 福寿草祭り 中旬●唐沢地区
上田市 智恵の団子 ２５日●北向観音
丸子町 すいせん祭り 下旬～●信州国際音楽村 上田市役所………………22‐4100

東御市役所………………62‐1111
丸子町役場………………42‐3100
真田町役場………………72‐2200
武石村役場………………85‐2311
青木村役場………………49‐0111
長和町役場長門庁舎……68‐3111
長和町役場和田庁舎……88‐2345
坂城町役場………………82‐3111
★市町村によっては配布時すでに開催済みのイベントも
　ありますので、ご了承ください。 詳しくは、市町村広報
　紙をご覧になるか、上記までお問い合わせください。
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2006

1

2006

2

2006

3

※平成18年3月6日以降の丸子町、真田町、武石村のイベントにつきましても現在の町村名で記載してあります。

真田町 カウントダウン花火大会
 １２月３１日●菅平高原国際リゾートセンター前特設会場

（予定）

お問い合わせ先（市外局番はすべて0268）

八日堂

ブランシュたかやま


